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國
學
院
大
學
図
書
館
小
史
付
分
類
規
程

　
　

古
山
悟
由

　
　
　

は
じ
め
に

　

國
學
院
大
學
は
、
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
の
皇
典
講
究
所
創
設
以

来
一
三
〇
年
余
の
歴
史
を
有
す
る
大
学
で
あ
る
。
図
書
館
も
同
じ
年
数
を

経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
蔵
書
は
皇
典
講
究
所
創
設
以
来
脈
々
と

積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
図
書
の
収
集
の
面

に
お
い
て
は
多
く
の
苦
労
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
大
学
令
」
大

学
昇
格
時
に
お
け
る
絶
対
的
な
洋
書
の
不
足
、
ま
た
太
平
洋
戦
争
後
の
学

部
増
設
時
に
お
け
る
社
会
科
学
系
図
書
の
不
足
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
苦
難
を
乗
り
越
え
て
現
在
の
図
書
館
が
存
在
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
本
稿
で
は
創
設
時
か
ら
図
書
館
建
設
に
至
る
ま
で
の
流
れ
を
た

ど
り
、
ま
た
戦
前
の
分
類
表
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

本
学
で
は
、『
皇
典
講
究
所
五
十
年
史
』（
皇
典
講
究
所　

昭
和
七

（
一
九
三
二
）
年
刊
）・『
國
學
院
大
學
70
年
史
』（
國
學
院
大
學　

昭
和

二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
刊
）・『
国
学
の
光
』（
國
學
院
大
學　

昭
和

三
十
八（
一
九
六
三
）年
刊　

改
訂
版
あ
り
）・『
國
學
院
大
學
八
十
五
年
史
』

（
國
學
院
大
學　

昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
刊
）・『
國
學
院
大
學

八
十
五
年
史 

史
料
編
』（
國
學
院
大
學　

昭
和
五
十
四
（
一
九
七
九
）
年

刊
）『
國
學
院
大
學
百
年
小
史
』（
國
學
院
大
學　

昭
和
五
十
七
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（
一
九
八
二
）
年
刊
）・『
國
學
院
大
學
百
年
史
』　

上
・
下
（
國
學
院
大
學 

平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
刊
）・『
國
學
院
大
學
百
二
十
年
小
史
』（
國
學

院
大
學　

平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
刊
）・『
写
真
で
見
る
國
學
院
大
學

120
年
の
あ
ゆ
み
』（
國
學
院
大
學 

平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
刊
）・『
國

學
院
大
學
130
周
年
記
念
誌
』（
國
學
院
大
學　

平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）

年
刊
）
と
い
っ
た
年
史
類
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

図
書
館
史
を
記
述
す
る
う
え
で
、
こ
れ
ら
の
年
史
類
の
記
述
を
参
考
と

し
、
他
の
史
料
で
補
う
こ
と
と
す
る
。

　
　
　

一
、
大
学
令
大
学
昇
格
ま
で

　

皇
典
講
究
所
創
設
に
あ
た
り
神
道
事
務
局
の
蔵
書
が
譲
り
渡
さ
れ
た
。

こ
れ
が
本
学
図
書
館
の
蔵
書
の
源
流
と
な
る（

（
（

。
な
お
『
皇
典
講
究
所
第
一

年
報
』（
明
治
十
七
年
五
月
十
六
日
刊
）
に
よ
れ
ば
、
七
坪
の
文
庫
が
表

門
の
正
面
に
あ
り
、
図
書
係
一
名
が
配
置
さ
れ（

（
（

、
書
籍
購
入
費
は
明
治

十
五
年
度
の
予
算
で
は
金
八
十
円
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
中
に
は

生
徒
の
課
業
用
貸
出
図
書
の
購
入
費
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
『
皇
典
講
究
所
五
十
年
史
』
に
は
「
生
徒
の
教
授
用
及
び
講
究
用
に
充

て
る
為
め
に
、
数
百
部
の
書
籍
を
神
道
事
務
局
よ
り
譲
り
受
け
た
。
其
の

代
價
は
、
他
の
諸
器
具
の
代
價
と
合
せ
て
金
千
五
百
円
を
翌
十
六
年
の
暮

に
神
道
事
務
局
に
支
仏
ふ
こ
と
と
な
っ
た
。」
と
あ
る
。（
55
頁
）

　

明
治
十
九
年
に
改
正
さ
れ
た
「
改
正
皇
典
講
究
所
規
則
」
に
以
下
の
よ

う
な
規
則
が
見
え
て
い
る
。

　

第
廿
条　
　

�

課
業
必
要
ノ
書
籍
器
具
等
ハ
借
用
ス
ル
ヲ
得
其
書
籍
器
具

紛
失
若
ク
ハ
毀
損
ス
ル
ト
キ
ハ
相
当
ノ
代
價
ヲ
償
ハ
シ
ム

　
　
　

�

但
戸
障
子
其
他
黌
中
ノ
諸
器
具
ヲ
紛
失
シ
若
ク
ハ
毀
損
ス
ル
ト
キ

ハ
本
条
ニ
準
シ
之
ヲ
処
分
ス

　

第
廿
一
条　

�

定
期
試
業
ノ
後
黌
中
ノ
書
籍
器
具
ヲ
点
検
ス
故
ニ
借
用
ノ

書
籍
器
具
ハ
一
時
之
ヲ
返
納
シ
点
検
ノ
上
再
借
用
ス
ル
ヲ

得

　

第
廿
二
条　

�

黌
中
書
籍
室
ヲ
設
ケ
諸
般
ノ
書
籍
及
ビ
新
聞
紙
等
ヲ
蒐
集

シ
放
課
ノ
時
間
生
徒
ニ
閲
覧
ヲ
許
ス

（『
会
通
雑
誌　

第
14
号
』
明
治
十
九
年
三
月
二
十
日
刊
）

　

こ
の
規
則
に
よ
れ
ば
、
教
科
書
等
課
業
に
必
要
な
も
の
の
貸
出
が
認
め

ら
れ
て
お
り
、
各
学
期
終
了
後
に
は
返
却
さ
せ
て
点
検
し
、
再
度
帯
出
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、
皇
典
講
究
所
時
代
の
図
書
室
に
つ
い
て
は

史
料
が
な
い
た
め
多
く
は
不
明
で
あ
る
。

　

皇
典
講
究
所
は
、
明
治
二
十
三
年
に
そ
の
教
育
機
関
と
し
て
國
學
院
を
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設
立
し
た
。
そ
し
て
國
學
院
の
生
徒
も
こ
の
図
書
室
を
利
用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
明
治
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
初
期
ま
で
の
図
書
室
の
動
き
に

つ
い
て
も
史
料
が
無
い
た
め
不
明
で
あ
る
が
、『
國
學
院
雜
誌　

第
7
巻

3
号
』（
明
治
三
十
四
年
三
月
二
十
日
刊
）
に
は
稲
村
真
里
（
第
1
期
卒
）

に
よ
り
「
目
録
の
改
訂
、
索
引
の
編
製
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

お
り
、
何
ら
か
の
目
録
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

こ
の
初
期
の
図
書
室
の
様
子
は
、
石
川
岩
吉
（
第
3
期
卒
）、
高
橋
龍

雄
（
第
6
期
卒
）、
植
木
直
一
郎
（
第
6
期
卒
）
が
後
に
回
想
し
て
い
る（

（
（

。

　

稲
村
に
よ
る
目
録
整
備
が
開
始
さ
れ
た
翌
明
治
三
十
五
年
五
月
二
十
六

日
に
本
学
は
事
務
室
か
ら
の
出
火
で
教
室
、
講
師
室
、
図
書
室
等
が
焼
失

し
た
。

　
　

國
學
院
教
室
の
焼
失

　
　

�

五
月
廿
六
日
午
前
二
時
二
十
分
國
學
院
事
務
室
よ
り
出
火
し
、教
室
、

講
師
室
、図
書
室
等
を
焼
き
払
ひ
、同
三
時
三
十
分
頃
鎮
火
し
た
り
。

原
因
は
不
明
に
し
て
、
今
な
ほ
取
調
中
な
る
が
、
同
日
は
日
曜
休
日

の
夜
に
し
て
、
廿
五
日
午
前
九
時
よ
り
、
書
記
執
務
し
た
る
も
、
午

後
一
時
退
院
し
た
れ
ば
、
発
火
の
原
因
殆
知
る
べ
ら
か
ず
、
殊
に
卒

業
論
文
季
に
際
せ
る
こ
と
ゝ
て
、
図
書
室
備
付
の
図
書
の
焼
亡
せ
る

も
の
少
な
か
ら
ざ
り
し
は
遺
憾
の
事
な
り
。

（『
國
學
院
雜
誌　

第
8
巻
7
号
』　

明
治
三
十
五
年
六
月
十
日
刊
）

　

当
時
卒
業
論
文
作
成
中
で
あ
っ
た
青
山
重
鑒
（
第
10
期
卒
）
は
後
年
、

「
≲
前
略
≳
僕
等
の
今
し
卒
業
と
い
ふ
一
ケ
月
程
間
際
に
な
っ
て
、
母
校

に
失
火
あ
り
本
館
が
丸
焼
け
に
な
っ
た
。≲
中
略
≳
書
庫
は
助
か
っ
た
が
、

時
恰
も
我
々
卒
業
論
文
作
成
中
で
図
書
閲
覧
室
に
は
大
分
珍
し
い
書
物
が

出
て
居
つ
た
が
、
皆
焼
け
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。
≲
後
略
≳
」

（『
学
窓
回
顧
録
』　

國
學
院
大
學
院
友
会　

昭
和
五
年
十
月
二
十
三
日
）

と
回
想
し
て
い
る
。『
國
學
院
雜
誌
』
の
記
事
と
青
山
の
回
想
か
ら
、
図

書
室
に
備
付
さ
れ
た
（
も
し
く
は
開
架
さ
れ
て
い
た
）
図
書
は
焼
け
た
も

の
の
書
庫
に
排
架
さ
れ
て
い
た
図
書
は
火
災
か
ら
免
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

火
災
の
翌
年
開
催
さ
れ
た
皇
典
講
究
所
の
第
七
期
評
議
会
・
協
議
会
で

は
、「
事
務
報
告
」
と
し
て
前
年
の
火
災
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
同
評
議
会
・
協
議
会
の
議
事
録
に
は
、「
皇
典
講
究
所
財
産
目
録
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
「
明
治
三
十
一
年
一
月
調　

所
有

ノ
図
書　

三
千
四
百
九
十
一
部　

金
壱
千
円
」、「
明
治
三
十
六
年
三
月
現

在
調　

所
有
ノ
図
書　

二
千
八
百
八
十
八
部　

金
六
百
廿
七
円
」
と
あ

る（
（
（

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
焼
失
し
た
図
書
は
六
百
三
部
と
な
る
。
な
お
こ
の

協
議
会
で
は
「
諮
問
事
項
」
と
し
て
「
図
書
館
設
置
ノ
件
」
が
挙
げ
ら
れ

た
が
「
右
漸
ヲ
以
テ
施
行
セ
ラ
レ
タ
シ
」
と
さ
れ
た
。
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こ
の
火
災
か
ら
四
年
後
の
明
治
三
十
九
年
五
月
九
日
、
再
度
本
学
は
火

災
に
あ
っ
た
。当
時
の『
東
京
朝
日
新
聞
』（
明
治
三
十
九
年
五
月
十
一
日
）

は
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。

　
　

國
學
院
構
内
の
出
火

　
　

�

一
昨
夜
十
時
二
十
五
分
麹
町
区
飯
田
町
五
丁
目
八
番
地
の
國
學
院
附

属
神
職
講
習
所
よ
り
出
火
し
教
室
と
撃
剣
場
と
都
合
三
棟
焼
失
し
隣

家
神
木
忠
三
郎
方
は
半
焼
と
な
り
て
鎮
火
し
た
り
発
火
原
因
は
昼
の

程
に
講
習
所
に
て
用
ひ
し
火
鉢
に
火
気
残
り
あ
り
て
燃
出
せ
し
も
の

な
ら
ん
と
云
ふ

　

今
回
の
火
災
に
つ
い
て
皇
典
講
究
所
は
、
皇
典
講
究
所
幹
事
庶
務
主
任

高
山
昇
、
同
会
計
主
任
目
黒
和
三
郎
の
連
名
で
『
全
国
神
職
会
会
報　

第

86
号
』（
明
治
三
十
九
年
七
月
五
日
刊
）
に
「
火
災
之
義
に
付
謝
告
」
を

掲
載
し
た
。
そ
の
な
か
の
一
項
目
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

一
、�

損
害
は
建
物
の
外
該
建
物
に
使
用
中
の
机
腰
掛
等
の
教
場
備
品

と
神
職
講
習
会
書
類
の
大
部
分
と
に
御
座
候
外
に
第
一
黌
舎
の

一
室
を
假
用
せ
る
編
輯
部
内
水
穂
會
の
書
籍
は
同
黌
舎
萬
一
類

焼
せ
ん
時
を
恐
れ
て
搬
出
致
候
為
め
汚
損
紛
亂
し
比
較
的
損
害

大
な
る
方
御
座
候
其
他
事
務
室
の
貴
重
な
る
書
類
什
器
は
無

難
、
書
籍
類
は
一
切
無
事
に
御
座
候

　

本
学
は
二
度
の
火
災
に
は
あ
っ
た
が
、
書
籍
の
焼
失
は
三
十
五
年
の

六
百
三
部
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
後
年
の
年
史
類
で
は
全
蔵
書

が
焼
失
し
た
か
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
が
上
記
の
よ
う
に
多
く
の
書
籍
は

残
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
日
で
も
「
神
道
事
務
局
蔵
書
之
印
」
と
い

う
蔵
書
印
が
押
さ
れ
た
書
籍
が
多
く
見
当
た
る
こ
と
か
ら
も
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

こ
の
火
災
の
後
、
卒
業
生
の
団
体
で
あ
る
院
友
会
は
、
明
治
三
十
九
年

七
月
三
日
付
で
佐
佐
木
高
行
学
長
宛
に
「
院
友
会
幹
事
山
本
信
哉 

菊
池

金
正 

笠
原
幡
多
雄
」
の
連
名
で
大
学
改
革
の
「
建
議
書
」
を
提
出
し
た
。

そ
の
中
に
「
書
庫
ノ
建
設
ヲ
急
ギ
、
図
書
及
ビ
図
書
閲
覧
室
ノ
整
理
拡
張

ヲ
図
ル
事
」
と
い
う
条
項
が
含
ま
れ
て
い
た（

（
（

。

　

火
災
の
の
ち
講
師
藤
岡
継
平
を
図
書
主
務
に
兼
嘱
し
た
が（

（
（

未
だ
図
書
館

の
設
置
を
見
る
こ
と
が
な
く
校
舎
の
一
室
を
図
書
室
と
し
て
利
用
す
る
と

い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
明
治
四
十
一
年
に
は
新
校
舎
が
落
成
し
、
翌
明
治

四
十
二
年
一
月
の
「
皇
典
講
究
所
處
務
細
則
」
に
は
、「
図
書
課
ハ
左
ノ

事
務
ヲ
掌
ル
」
と
し
て
次
の
事
項
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
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一　

図
書
購
入
ニ
関
ス
ル
事
項

　
　

二　

図
書
ノ
整
理
及
保
管
ニ
関
ス
ル
事
項

　
　

三　

図
書
目
録
編
纂
ニ
関
ス
ル
事
項

　
　

四　

図
書
貸
与
ニ
関
ス
ル
事
項

　
　

五　

不
用
図
書
処
分
ニ
関
ス
ル
事
項

　
　

六　

寄
託
図
書
ニ
関
ス
ル
事
項

　
　

七　

図
書
寄
贈
者
挨
拶
ニ
関
ス
ル
事
項

　
　

八　

図
書
諸
規
則
ニ
関
ス
ル
事
項

（『
國
學
院
雜
誌 

第
15
巻
2
号
』　

明
治
四
十
二
年
二
月
十
五
日
刊
）

　

図
書
主
務
を
委
嘱
さ
れ
た
藤
岡
継
平
は
図
書
の
整
理
を
行
い
、
明
治

四
十
二
年
五
月
か
ら
仮
規
則
を
定
め
て
閲
覧
室
を
開
い
た
。
仮
規
則
は
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　

皇
典
講
究
所
國
學
院
大
學
図
書
館
仮
規
則

　
　

第
一
條　
　

�

本
館
は
皇
典
講
究
所
及
國
學
院
大
學
の
図
書
を
蔵
置
す

る
所
と
す

　
　

第
二
條　
　

�

図
書
館
員
の
外
書
庫
に
入
り
図
書
を
検
索
し
及
出
納
す

る
を
得
ず

　
　

第
三
條　
　

�

皇
典
講
究
所
及
國
學
院
大
學
教
職
員
は
一
員
七
種
三
十

冊
を
限
り
て
図
書
を
借
受
す
る
こ
と
を
得

　
　

第
四
條　
　

�

図
書
を
借
受
す
る
も
の
は
自
ら
図
書
館
に
至
り
定
式
の

証
書
用
紙
を
受
取
り
之
に
書
名
、
番
号
、
冊
数
、
姓
名
、

年
月
日
を
明
記
し
捺
印
し
た
る
証
書
を
差
出
す
べ
し

　
　

第
五
條　
　

借
受
し
た
る
図
書
は
他
に
転
貸
す
る
を
許
さ
ず　

　
　

第
六
條　
　

�

図
書
借
受
の
日
限
は
満
三
十
日
間
以
内
と
す
但
し
時
宜

に
よ
り
其
日
限
未
満
の
書
籍
と
雖
も
臨
時
返
納
を
求
む

る
こ
と
あ
る
べ
し

　
　

第
七
條　
　

�

学
生
は
教
科
書
に
限
り
受
持
教
員
の
保
認
証
を
出
せ
る

も
の
は
本
館
の
支
障
な
き
場
合
に
於
て
貸
与
す
る
こ
と

あ
る
べ
し
但
し
其
借
受
し
た
る
図
書
は
毎
年
七
月
十
日

迄
必
ず
返
納
す
べ
し

　
　
　
　
　
　
　

尤
も
時
宜
に
よ
り
臨
時
返
納
せ
し
む
こ
と
あ
る
べ
し

　
　

第
八
條　
　

�

本
館
の
図
書
を
閲
覧
し
得
る
者
は
皇
典
講
究
所
國
學
院

大
學
の
教
職
員
、
卒
業
生
、
学
生
、
生
徒
に
限
る

　
　

第
九
條　
　

�

閲
覧
室
は
日
曜
、
祝
祭
日
、
本
院
紀
念
日
、
冬
季
休
業
、

夏
季
休
業
を
除
く
左
の
時
間
に
之
を
開
く

　
　
　
　
　
　
　

自
四
月
一
日
至
七
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　

�

自
九
月
十
一
日
至
十
月
卅
一
日　

午
前
八
時
よ
り
午
後

六
時
ま
で
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自
十
一
月
一
日
至
十
二
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　
　

�
自
一
月
八
日
至
三
月
卅
一
日　
　

午
前
八
時
よ
り
午
後

五
時
ま
で

　
　

第
十
條　
　

�

図
書
を
閲
覧
す
る
も
の
は
定
式
の
証
書
用
紙
に
書
名
、

番
号
、
冊
数
、
姓
名
、
月
日
を
詳
記
し
て
借
受
し
閲
覧

了
れ
は
直
に
返
納
す
べ
し

　
　

第
十
一
條　

�

閲
覧
室
に
於
て
閲
覧
す
る
図
書
は
決
し
て
室
外
に
携
出

す
る
を
許
さ
ず

　
　

第
十
二
條　

�

閲
覧
室
備
付
の
新
着
書
は
到
着
の
日
よ
り
一
ヶ
月
を
過

ぐ
る
も
の
に
非
ざ
れ
ば
貸
出
す
る
を
許
さ
ず

　
　

第
十
三
條　

�

閲
覧
室
に
在
り
て
喫
煙
、
音
読
、
談
論
、
雜
話
等
総
て

他
の
閲
覧
者
の
障
礙
と
な
る
挙
動
を
禁
ず

　
　

第
十
四
條　

�

借
受
し
た
る
図
書
を
紛
失
し
た
る
者
は
、
同
一
の
書
を

以
て
償
は
し
む
、
但
し
時
宜
に
よ
り
代
金
を
以
て
償
は

し
む
る
こ
と
あ
る
べ
し

　
　

第
十
四
条　

�

借
受
者
又
は
閲
覧
者
に
し
て
図
書
を
毀
損
或
は
汚
染
し

た
る
者
は
同
一
の
書
を
以
て
之
を
償
は
し
む
る
か
或
は

之
を
修
繕
せ
し
む
但
し
時
宜
に
よ
り
代
金
を
以
て
償
は

し
む
る
こ
と
あ
る
べ
し

　
　
　
　
　
　

右
は
四
十
二
年
五
月
よ
り
実
施
す

（『
國
學
院
雜
誌　

第
15
巻
6
号
』
明
治
四
十
二
年
六
月
十
五
日
刊
）

　

こ
の
規
則
に
よ
れ
ば
、
図
書
室
は
「
皇
典
講
究
所
及
び
國
學
院
大
學
の

図
書
」
を
所
蔵
し
、
皇
典
講
究
所
及
び
國
學
院
大
學
の
教
職
員
は
、
7
種

30
冊
を
一
ケ
月
貸
出
が
可
能
で
あ
り
、
学
生
は
教
科
書
の
貸
出
も
受
持
教

員
の
保
認
証
が
あ
れ
ば
学
期
間
内
貸
出
が
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
第
十
三

条
に
「
音
読
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
ま
で
は
、
本
を
音
読
す

る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
明
治
以
降
特
に
図
書
館
に
お
け
る
音
読
は
禁

止
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
時
期
で
も
音
読
禁
止
が
条
項
に
あ
る
こ
と
は
、
ま

だ
音
読
の
習
慣
が
一
部
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か（

（
（

。

　

こ
の
頃
卒
業
し
た
岩
橋
小
弥
太
（
第
15
期
卒
）
は
「
≲
前
略
≳
蔵
書
と

い
へ
ば
、
其
の
頃
の
図
書
室
は
実
に
ヒ
ド
イ
も
の
だ
っ
た
。
経
済
雑
誌
社

か
ら
出
た
活
版
の
群
書
類
従
す
ら
揃
っ
て
ゐ
な
か
っ
た
。
一
向
に
そ
れ
を

補
充
し
よ
う
と
い
ふ
風
に
も
見
え
な
か
っ
た
。
従
っ
て
誰
も
図
書
室
で
書

物
を
読
ま
う
と
す
る
も
の
は
な
い
。
私
共
は
帝
国
図
書
館
を
唯
一
の
た
よ

り
と
し
た
。」（『
学
窓
回
顧
録
』　

國
學
院
大
學
院
友
会　

昭
和
五
年
十
月

二
十
三
日
）」
と
回
想
し
て
い
る
。

　

新
校
舎
完
成
後
の
明
治
四
十
二
年
、
常
宮
（
皇
典
講
究
所
第
2
代
総
裁

宮 

竹
田
宮
恒
久
王
妃
）・
周
宮
（
皇
典
講
究
所
第
3
代
総
裁
宮 

北
白
川

宮
成
久
王
妃
）
両
内
親
王
か
ら
地
図
と
標
本
の
御
下
賜
が
あ
っ
た
。
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常
宮
周
宮
両
内
親
王
の
地
図
・
標
本
の
御
下
賜

　
　

�

常
宮
周
宮
両
内
親
王
殿
下
に
は
曩
に
御
帰
嫁
あ
ら
せ
ら
れ
た
る
に
つ

き
両
殿
下
の
思
召
に
よ
り
御
就
学
時
代
に
御
使
用
あ
ら
せ
ら
れ
た
る

地
図
標
語
等
の
中
左
記
の
二
十
一
点
を
皇
典
講
究
所
本
大
学
に
御
下

賜
相
成
り
た
れ
ば
去
月
十
八
日
夫
々
拝
受
の
手
続
を
了
し
職
員
参
殿

の
上
光
栄
を
拝
謝
し
た
り

　
　

一　

ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
氏
世
界
大
地
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
幅

　
　

一　

露
国
東
方
経
営
部
面
全
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
幅

　
　

一　

参
謀
本
部
出
版
亜
細
亜
全
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
幅

　
　

一　

満
韓
西
比
利
亜
地
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
幅

　
　

一　

日
清
韓
與
地
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
幅

　
　

一　

清
国
本
部
與
地
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
幅

　
　

一　

朝
鮮
與
地
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
幅

　
　

一　

清
国
男
女
衣
服
標
本
（
三
種
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
一
式

　
　

一　

日
本
工
芸
品
焼
物
貝
類
海
藻
類
標
本
（
三
種
）　
　
　

各
一
箱

　
　

一　

塗
板
（
枠
と
も
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
枚

　
　

一　

博
物
標
本 　

菜
の
螟
蛉
・
二
化
螟
虫
、
褄
黒
よ
こ
ば
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
麦
か
た
く
ろ
ほ　

油
菜
し
ろ
か
ひ　
　
　

四
箱

（『
國
學
院
雜
誌　

第
15
巻
7
号
』　

明
治
四
十
二
年
七
月
十
五
日
刊
）

　　

こ
れ
ら
の
地
図
の
一
部
は
今
で
も
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

二
、
大
学
令
大
学
昇
格
か
ら
大
正
末
期

　

大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
十
二
月
に
「
大
学
令
」
が
公
布
さ
れ
、
同
八

年
三
月
に
は
大
学
令
の
施
行
規
則
と
し
て「
大
学
規
程
」が
制
定
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
従
来
「
大
学
」
を
称
し
て
い
た
私
立
高
等
教
育
機
関
は
法
的

に
認
知
さ
れ
る
「
大
学
」
と
な
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
本
学
も
理
事

会
の
決
定
に
よ
り
「
大
学
令
」
大
学
昇
格
を
目
指
し
、
大
正
九
年
二
月
に

認
可
を
受
け
た
早
稲
田
大
学
、
慶
應
義
塾
大
学
に
続
き
同
年
四
月
、
中
央

大
学
、
日
本
大
学
、
法
政
大
学
、
明
治
大
学
、
同
志
社
大
学
と
共
に
昇
格

が
認
可
さ
れ
た
。

　

大
正
九
年
に
認
可
さ
れ
た
大
学
の
図
書
収
蔵
状
況
等
は
表
１‒

１
の
と

お
り
で
あ
る
。

　

早
稲
田
大
学
、
慶
応
義
塾
大
学
以
外
の
6
大
学
は
、
設
置
認
可
時
に
付

し
た
「
参
考
書
」
に
図
書
館
建
築
計
画
や
図
書
収
書
計
画
を
記
載
し
て
い

る
。

　

本
学
で
は
、
図
書
館
建
設
に
「
図
書
館
建
築
費
二
万
四
千
円
」、
図
書
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表１－１　大学設置認可時における蔵書数（『公文類聚　第44編』による）

大学名 図書部数
（計） 洋書 其他 増築設備ニ関スル計画

（図書館部分のみ）
早稲田大学 186,540冊 記載なし 記載なし
慶應義塾大学 94,342冊 記載なし 記載なし
中央大学 7,457部 1,362部 6,095部 図書館（大正十年三月落成）建築及設

備費十二万円、図書購入費二万五千円
日本大学 11,300部 2,130部 9,170部 図書購入費一万円ハ九年度及十年度経

常費ノ内ヨリ之ヲ支弁ス
法政大学 25,763部 2,979部 24,784部 図書購入費一万千二百八十円ハ現在財

団法人法政大学ノ所有スル有価証券ヲ
処分シテ之ニ充ツ

明治大学 13,746冊 1,669冊 12,077冊 図書購入費ハ特志家ノ確実ナル寄付金
ヲ以テ之ヲ充ツ

同志社大学 52,423冊 18,263冊 34,160冊 図書購入費ハ現在同志社所有土地一筆
三百六十六坪余売却予定額五万五千余
円ノ内ヲ以テ之ニ充ツ

國學院大學 10,441部 513部 9,928部 図書館建築費二万四千円、図書購入費
一万一千円計三万五千円ハ現在財団法
人皇典講究所所有現金ノ内二千円及大
正九、十両年度本大学経費余
剰金三万四千四百二十八円ヲ以テ之ニ
充ツ

表１－２　参考（『公文類聚　第46編、第50編による』）

大学名 図書部数
（計） 洋書 其他 増築設備ニ関スル計画

（図書館部分のみ）
大正大学

（文学部）
37,008部 1,549部 35,459部

（その他、
購入ノマ
マ未調査
ノ英・独・
仏等ノ書
籍一千余
部約二千
アリ）

図書購入計画五万八百円
（大正十四年度千八百部（和漢書四百
部、英・独・仏書・其他千四百部 
一 万 五 千 二 百 円 ）、 大 正 十 五 年 度
二千七百八十部（和漢書四百部、英・
ド独・仏書・其他二千三百八十部
二万五千円）、大正十六年度 八百六十
部（和漢書四百部、英・独・仏書・其
他 四百六十部五千八百円）、大正十七
年度七百六十部（和漢書四百部、英・
独・仏・其他三百六十部 四千八百円）

高野山大学
（文学部）

14,405部 4,546部 35,459部 購入予定図書（一万千七百三十一部
十万円）

龍谷大学
（文学部）

27,318部 3,896部
（ 西 蔵 ・
梵・巴梨・
亜刺比亜
を含む）

23,422部

立命館大学
（法学部）

2,112部 987部 1,125部 図書購入ニ関スル計画
現在図書部数不足ナルヲ以テ特別ニ
一万五千円ヲ支出シ主トシテ洋書ノ充
実ニ努ム
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購
入
費
に
「
図
書
購
入
費
一
万
一
千
円
」
の
計
三
万
五
千
円
を
「
所
有
現

金
ノ
内
二
千
円
及
大
正
九
、
十
両
年
度
本
大
学
経
費
余

剰
金
三
万
四
千
四
百
二
十
八
円
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ
」と
し
て
い
た
。ま
た
、

洋
書
の
決
定
的
な
不
足
が
目
立
っ
た
。
な
お
参
考
ま
で
に
大
正
年
間
に
昇

格
し
た
大
学
（
一
学
部
の
み
設
置
）
の
図
書
数
お
よ
び
設
備
整
備
計
画
は

表
１‒

２
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

文
学
部
一
学
部
の
大
学
で
あ
っ
て
も
、
高
野
山
大
学
、
大
正
大
学
、
龍

谷
大
学
は
仏
教
系
大
学
で
あ
る
た
め
洋
書
の
数
も
あ
る
程
度
確
保
し
て
い

る
。
本
学
の
場
合
、
国
文
・
国
史
が
中
心
な
だ
け
に
洋
書
の
需
要
が
ほ
ぼ

無
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
大
正
七
年
教
務
課
長
に
就
任
し
た
河
野
省
三

は
意
識
し
て
外
国
人
の
日
本
研
究
の
洋
書
の
収
集
を
行
っ
た
と
い
う（

（
（

。

　

図
書
数
に
つ
い
て
は
、大
正
十
五
年
に
認
可
さ
れ
た
高
野
山
大
学
の「
参

考
書
」
に
「
大
学
設
立
認
可
内
規
（
秘
）」
と
い
う
文
書
が
綴
り
込
ま
れ

て
い
る
。

　

一
、�

大
學
規
程
第
三
條
ノ
教
授
上
及
研
究
上
必
要
ナ
ル
設
備
ニ
関
シ
テ

ハ
普
通
ノ
授
業
ニ
必
要
ナ
ル
設
備
ノ
外
左
ノ
條
件
ヲ
具
フ
ヘ
キ
コ

ト

　
　
　

イ
、�

學
部
ノ
種
別
ニ
應
シ
専
門
ノ
欧
米
各
國
中
二
ケ
國
ノ
圖
書
各

二
千
部
以
上
ヲ
有
ス
ル
コ
ト

　
　
　

ロ
、�

法
學
部
、
文
學
部
、
經
濟
學
部
又
ハ
商
學
部
ヲ
有
ス
ル
大
學

ニ
在
リ
テ
ハ
相
當
ナ
ル
圖
書
館
、
醫
學
部
ヲ
有
ス
ル
大
學
ニ

在
リ
テ
ハ
相
當
ナ
ル
附
屬
醫
院
、
農
學
部
ヲ
有
ス
ル
大
學
ニ

在
リ
テ
ハ
相
當
ナ
ル
演
習
地
ヲ
有
ス
ル
コ
ト

　

一
、
現
在
前
項
ノ
設
備
ヲ
有
セ
サ
ル
モ

　
　
　

イ
、�

私
立
大
學
ニ
在
リ
テ
ハ
之
ニ
要
ス
ル
資
金
ヲ
所
有
ス
ル
ト
キ

ニ
限
リ
相
當
年
限
ノ
猶
豫
ヲ
認
可
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
コ
ト

　
　
　
　
　

�

但
シ
資
金
ノ
二
分
ノ
一
以
内
ハ
確
實
ナ
ル
収
入
見
込
ア
ル
場

合
ニ
限
リ
現
ニ
之
ヲ
有
セ
サ　

ル
モ
妨
ナ
キ
コ
ト

　
　
　

ロ
、�

公
立
大
學
ニ
在
リ
テ
ハ
繼
續
豫
算
確
定
セ
ル
場
合
ニ
限
リ
前

號
ニ
準
ス
ル
コ
ト

（『
公
文
類
聚 

第
50
編
』）

　

こ
の
「
大
学
設
立
認
可
内
規
（
秘
）」
に
照
ら
せ
ば
本
学
は
全
く
そ
の

条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
第
二
項
に
お
い
て
「
私
立
大
學
ニ

在
リ
テ
ハ
之
ニ
要
ス
ル
資
金
ヲ
所
有
ス
ル
ト
キ
ニ
限
リ
相
當
年
限
ノ
猶
豫

ヲ
認
可
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
コ
ト
」
と
あ
り
、
経
営
基
盤
が
安
定
し
て
い
れ

ば
設
備
の
整
備
は
「
相
当
年
限
の
猶
予
」
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
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昇
格
後
の
図
書
館
整
備
に
つ
い
て
、
大
正
十
年
四
月
十
四
日
理
事
会
議

決
と
し
て
以
下
の
予
算
が
認
め
ら
れ
た
。

　

図
書
館
建
築
費
及
図
書
購
入
費
予
算

　
　

収
入
ノ
部

　

一
、
金
三
万
五
千
円
也　
　

一
時
借
入
金

　
　

支
出
ノ
部

　

一
、
金
三
万
五
千
円
也

　
　
　
　

内
訳　

　
　
　
　

金
二
万
四
千
円
也　

図
書
館
（
文
庫
閲
覧
室
兼
用
）
建
築
費

　
　
　
　

金
一
万
一
千
円
也　

臨
時
図
書
購
入
費

　
　
　
　

備
考　

�

一
時
借
入
金
ハ
債
券
ヲ
担
保
ト
シ
テ
一
時
銀
行
ヨ
リ
借

入
シ
其
中
特
別
寄
附
ヲ
募
集
シ
現
金
収
納
次
第
之
ヲ
返

却
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　
　
　

図
書
館
ハ
瓦
造
、
二
階
建
、
建
坪
三
十
坪

　
　
　
　

坪
当
八
百
円
ノ
見
込

　
　
　
　

図
書
購
入
ハ
英
独
書
二
千
二
百
部
代
壱
部
金
五
円
ノ
見
込

（『
理
事
会
決
議
録 

大
正
十
年
』）

　　

ま
た
昇
格
後
の
図
書
館
整
備
を
講
師
の
澤
田
章
（
第
5
期
卒
）
に
委
嘱

し
た
。
澤
田
は
大
正
十
五
年
に
次
の
よ
う
に
報
告
し
た
。

　
　
（
一
）
本
学
図
書
整
理
の
結
果

　
　

�

≲
前
略
≳
予
が
本
大
学
図
書
整
理
を
委
嘱
せ
ら
れ
、
一
通
り
整
理
し

得
た
結
果
は
左
の
如
し

　
　

大
正
十
四
年
二
月
整
理
結
果

　
　

○
和
漢
書
総
数　

四
千
二
百
六
十
八
部　

一
万
三
千
二
百
五
十
冊

　
　
　

複
本
総
数　
　
　
　

五
百
七
十
二
部　
　

三
千
七
百
三
十
三
冊

　
　

○
洋
書
総
数　
　
　
　

三
百
九
十
四
部　
　
　
　

八
百
四
十
一
冊

　
　
　

複
本
総
数　
　
　
　
　
　
　

十
六
部　
　
　
　
　
　
　

十
六
冊

　
　
　

�

最
近
大
正
十
五
年
二
月
調
査
に
於
て
和
漢
書
増
加
数
四
百
九
十
部 

三
千
三
百
六
十
八
冊

　
　
　
（
明
細
内
訳
ハ
別
表
参
照
）

　
　

�

こ
れ
を
新
大
学
令
内
規
の
最
低
部
数
和
漢
書
約
二
万
部　

洋
書
約

四
千
部
に
対
し
て
不
足
す
る
部
数
額
左
の
如
し
、

　
　

○
和
漢
書
不
足
部
数
約
一
万
五
千
七
百
部　
　

冊

　
　

○
洋
書　

不
足
部
数
約　
　

三
千
六
百
部　
　

冊
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（
二
）
図
書
購
入
費
一
千
円
に
対
す
る
図
書
増
加
率

　
　

右
規
定
購
入
費
に
依
て
購
入
し
得
た
る
図
書
数
は
左
の
如
し
、

　
　

大
正
十
三
年
度　

和
漢
書
二
百
十
五
部　

五
百
五
十
二
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

洋
書　
　
　

三
部　
　
　
　

十
四
冊

　
　

大
正
十
四
年
度　

和
漢
書
一
百
三
十
七
部　

三
百
八
十
九
冊

　
　

二
ケ
年
度
合
計
和
漢
書
数
三
百
五
十
二
部　

九
百
四
十
一
冊

　
　
　
　
　

平
均
一
ケ
年
百
七
十
六
部　

四
百
七
十
冊

　
　

�

之
に
寄
贈
図
書
を
加
へ
て
平
均
一
ケ
年
和
漢
書
二
百
部
の
増
加
率
と

し
、
新
大
学
令
内
規
額
に
達
す
る
不
足
部
数
約
一
万
五
千
部
を
補
足

す
る
に
は
七
十
五
ケ
年
を
要
す
る
計
算
で
あ
る
。
更
に
洋
書
に
至
っ

て
は
実
に
問
題
に
な
ら
な
い
貧
弱
さ
で
あ
る
。
洋
書
の
不
足
部
数
約

三
千
五
六
百
部
を
補
足
す
る
に
は
多
大
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
を
覚

悟
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　

�

斯
く
の
如
き
状
態
に
於
て
本
大
学
図
書
館
の
完
備
は
今
よ
り
幾
十
年

の
後
を
期
す
る
こ
と
を
得
る
か
疑
な
き
を
得
ぬ
、
こ
の
点
に
就
い
て

十
分
の
御
考
慮
を
煩
し
た
い
。（『

國
學
院
大
學
百
年
史
』　

681‒

682
頁
）

　
　
　

三
、
図
書
館
建
設

　

昇
格
後
、
図
書
館
建
築
計
画
が
進
ま
な
い
な
か
、
根
津
嘉
一
郎
か
ら
の

寄
付
に
よ
り
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
図
書
館
が
建
設
さ
れ
た（

（
（

。『
國

學
院
雜
誌　

第
32
巻
11
号
』（
大
正
十
五
年
十
一
月
一
日
刊
）
に
は
次
の

記
事
が
載
っ
た
。

　
　

國
學
院
大
學
圖
書
館
上
棟
式

　
　

�

根
津
嘉
一
郎
氏
の
寄
附
に
か
ゝ
る
國
學
院
大
學
圖
書
館
は
愈
々
工
程

進
捗
し
、
九
月
十
日
大
塚
承
一
氏
以
下
皇
典
講
究
所
員
の
手
に
よ
っ

て
擧
式
さ
れ
、
同
館
は
三
萬
圓
の
經
費
を
要
し
た
る
も
、
價
格
以
上

大
正
十
五
年
二
月
現
在
和
漢
書
内
訳
明
細
表　

部
門

部
数

冊
数

部
門

部
数

冊
数

神
道
・
宗
教

七
一
〇
一
、一
二
六
経
済
・
統
計

一
五
七

二
八
五

哲
学
・
教
育

五
七
七
一
、五
二
六
理
学
・
医
学

五
九

一
三
二

史
伝
・
地
理

一
、〇
四
七
四
、九
九
九
工
学
・
兵
学

五
八

一
六
八

語
学
・
文
学

一
、一
二
二
四
、〇
五
三
美
術
・
音
楽

一
一
四

二
三
四

社
会
・
文
化

一
七
六

三
八
〇
考
古
・
諸
芸

七
〇

一
一
八

政
治
・
法
制

二
八
八

九
九
四
書
史
・
雑
載

三
七
〇
二
、六
〇
三

総
計　
　
　
　
　

四
、七
四
八
部　
　
　
　

一
六
、六
一
八
冊
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の
出
來
へ
な
る
由
、
同
日
は
江
木
所
長
、
芳
賀
學
長
、
桑
原
專
務
理

事
、
内
藤
、
宮
西
以
下
所
員
を
初
め
、
寄
附
者
根
津
嘉
一
郎
氏
、
設

計
者
佐
藤
功
一
氏
、
代
徳
永
庸
、
清
水
組
請
負
者
佐
藤
釘
一
氏
、
松

本
、
山
本
、
小
柳
の
諸
博
士
、
石
川
、
賀
茂
、
青
戸
、
澤
田
、
篠
田
、

早
川
、
堀
江
、
植
木
の
諸
氏
、
福
田
大
佐
、
中
村
中
尉
出
席
さ
れ
た
。

同
館
は
近
く
開
館
式
を
執
行
し
、
同
日
延
喜
式
撰
上
一
千
年
記
念
の

た
め
、
延
喜
式
異
本
の
展
覽
會
を
執
行
す
る
由
。

　
　

�　

竣
功
な
っ
た
図
書
館
の
開
館
式
は
、
昭
和
二
年
五
月
二
十
三
日
、

午
前
九
時
か
ら
行
わ
れ
た
。
ま
づ
工
事
担
当
者
の
「
工
事
報
告
」
が

あ
り
、
そ
の
後
、
寄
付
者
の
根
津
嘉
一
郎
氏
か
ら
上
田
万
年
学
長
に

寄
付
状
及
び
鍵
が
贈
ら
れ
た
。
根
津
氏
に
は
総
裁
宮
か
ら
の
御
賞
賜

あ
り
、
江
木
千
之
所
長
が
こ
れ
を
傳
達
し
て
、
併
せ
て
感
謝
状
を
贈

つ
て
式
が
終
了
し
た
。

（『
國
學
院
雜
誌　

第
33
巻
第
6
号
』
昭
和
二
年
六
月
十
日
刊
）

　
　

�　

ま
た
、
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
大
學
関
係
者
の
遺
墨
展
覧
会
、
卒

業
者
の
著
書
展
覧
会
が
開
館
式
当
日
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
迄

開
催
さ
れ
た
。

（『
國
學
院
雜
誌　

第
33
巻
第
6
号
』
昭
和
二
年
六
月
十
日
刊
）

　

開
館
直
後
の
『
氷
川
学
報　

第
3
号
』（
昭
和
二
年
七
月
一
日
刊
）
紙

上
に
は
図
書
館
員
、
山
室
武
夫
の
次
の
文
が
掲
載
さ
れ
た
。

　
　

�

本
大
学
図
書
館
の
発
展
も
最
近
に
し
て
飯
田
町
時
代
の
者
で
は
古
本

屋
式
の
図
書
室
と
称
し
て
館
員
は
全
く
本
の
番
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た

の
で
あ
り
ま
し
た
が
現
今
図
書
館
界
の
驚
異
す
べ
き
発
達
に
伴
い
根

本
か
ら
改
革
さ
れ
本
館
は
全
く
リ
ー
ダ
ー
ス
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ア
即
ち

読
者
の
相
談
相
手
と
な
ら
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
我
々
の

就
任
以
前
の
図
書
館
記
録
は
皆
無
に
し
て
明
確
を
缼
き
ま
す
が
、
元

来
大
正
壱
五
年
二
月
ま
で
は
不
完
全
な
る
設
備
で
蔵
書
も
現
在
の
約

三
分
の
一
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
優
秀
な
る
学
生
の

収
容
と
斯
界
の
発
展
の
状
態
に
鑑
み
設
備
改
善
の
必
要
を
生
じ
大
正

十
二
年
五
月
最
も
経
験
の
あ
る
澤
田
章
氏
始
め
外
四
名
が
就
任
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。
澤
田
先
生
就
任
早
々
根
本
か
ら
改
革
さ
れ
漸
次
発

達
し
て
現
在
の
状
態
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
當
時
よ
り

「
蔵
書
の
増
加
」
に
付
い
て
如
何
に
努
力
し
た
る
か
は
別
記
成
績
年

表
の
増
加
数
に
、
又
増
加
に
対
す
る
自
然
的
現
象
た
る
べ
き
閲
覧
増

加
人
員
が
比
較
表
に
明
確
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
其
後
根
津
嘉
一
郎

氏
の
寄
贈
に
よ
り
大
正
十
五
年
五
月
新
館
の
建
築
に
着
手
昭
和
二
年
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五
月
落
成
し
現
在
の
閲
覧
室
で
は
百
五
十
人
を
収
容
す
る
状
態
と

な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
最
近
の
閲
覧
統
計
に
よ
る
と
一
月
平
均

百
九
十
人
の
閲
覧
者
と
二
百
六
十
冊
の
出
納
を
み
る
に
至
っ
た
事
は

新
館
寄
贈
者
根
津
氏
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
同
時
に
本
所
本
大
学

に
と
っ
て
実
に
慶
賀
す
べ
き
現
象
で
あ
り
ま
す
。

　

図
書
館
建
築
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
図
書
館
主
任
で
あ
っ
た
澤
田
章
が
付

属
図
書
館
長
と
な
り
、
専
任
の
館
員
4
名
の
体
制
と
な
り
「
皇
典
講
究
所

規
則
」
に
次
の
二
條
が
加
え
ら
れ
た
。

　
　

第
三
十
五
條　

�

國
學
院
大
學
ニ
附
属
図
書
館
ヲ
設
ケ
左
ノ
職
員
ヲ
置

ク

　
　
　
　
　
　
　
　

館
長　
　

一　

名

　
　
　
　
　
　
　
　

司
書　
　

二　

名

　
　
　
　
　
　
　
　

書
記　
　

若
干
名

　
　

第
三
十
六
條　

館
長
ハ
学
長
ノ
命
ヲ
受
ケ
図
書
館
ノ
事
務
ヲ
掌
理
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

�

司
書
ハ
館
長
ノ
命
ヲ
受
ケ
図
書
ノ
整
理
及
閲
覧
ニ
関

ス
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
ニ
従
事
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

書
記
ハ
上
職
ノ
指
揮
ヲ
受
ケ
館
務
ニ
従
事
ス

（『
昭
和
四
年
國
學
院
大
學
一
覧
』
昭
和
四
年
十
一
月
二
十
日
刊
）

　

ま
た
「
閲
覧
規
則
」
も
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。

　
　

國
學
院
大
學
圖
書
館
圖
書
閲
覧
規
則

　
　

第
一
條　

本
館
ノ
開
閉
時
間
及
休
日
ハ
左
ノ
如
シ

　
　
　

一　

平
日
ハ
午
前
八
時
ヨ
リ
午
後
七
時
迄

　
　
　

一　

日
曜
日
ハ
午
前
九
時
ヨ
リ
午
後
四
時
迄

　
　
　

一　

春
期
休
業
間
ハ
午
前
九
時
ヨ
リ
午
後
四
時
迄

　
　
　

一　

夏
期
休
業
間
ハ
午
前
八
時
ヨ
リ
正
午
迄

　
　
　

一　

冬
期
休
業
間
ハ
午
前
九
時
ヨ
リ
午
後
四
時
迄

　
　
　

一　

休
日
ハ
祝
祭
日
、
本
所
本
學
創
立
記
念
日
、
卒
業
式
當
日

　
　
　
　

但
シ
開
閉
時
間
ハ
臨
時
變
更
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

　
　

第
二
條　

�

圖
書
ヲ
閲
覧
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
借
書
票
ニ
書
名
、冊
數
、

記
號
、
年
月
日
、
姓
名
ヲ
詳
記
シ
學
生
證
ヲ
添
ヘ
テ
借
受

ケ
ノ
手
續
ヲ
ナ
ス
ベ
シ

　
　
　
　
　
　
　

但
シ
圖
書
ハ
閲
覧
室
外
ヘ
帯
出
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ス

　
　

第
三
條　

�

左
ニ
掲
グ
ル
者
ハ
特
ニ
許
可
ヲ
經
タ
ル
上
、
圖
書
ノ
閲
覧

ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得

　
　
（
一
）　

皇
典
講
究
所
卒
業
生
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（
二
）　

本
大
學
卒
業
生

　
　
（
三
）　

神
職
養
成
部
卒
業
生

　
　
（
四
）　

本
所
本
學
ニ
特
別
ノ
關
系
ア
ル
者

　
　
（
五
）　

諸
官
廳
學
校
等
ヨ
リ
特
ニ
照
會
ア
ル
者

　
　

第
四
條　

�

閲
覧
室
ニ
ア
リ
テ
ハ
静
粛
ヲ
旨
ト
シ
音
讀
、
談
笑
、
喫
煙

等
ヲ
ナ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
其
他
ス
ベ
テ
閲
覧
者
ノ
障
礙
ト
ナ
ル

ベ
キ
擧
動
ヲ
禁
ズ

　
　

第
五
條　

�

教
職
員
ハ
必
要
ノ
場
合
其
旨
ヲ
館
員
ニ
通
ジ
タ
ル
上
、
書

庫
内
ノ
圖
書
ヲ
檢
索
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　

第
六
條　

�

研
究
室
ニ
要
ス
ル
圖
書
ハ
其
主
任
ノ
名
義
ヲ
以
テ
之
ヲ
借

受
ク
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　

第
七
條　

�

教
授
講
師
ハ
参
考
用
ト
シ
テ
一
員
三
拾
冊
（
和
洋
製
ヲ
論

セ
ス
）
ヲ
限
リ
其
他
ノ
職
員
ハ
一
員
拾
冊
ヲ
限
リ
テ
借
受

ク
ル
コ
ト
ヲ
得
、
其
借
受
期
間
ハ
何
レ
モ
一
ケ
月
以
内
ト

ス

　
　

第
八
條　

�

逐
次
刊
行
ノ
雜
誌
新
聞
紙
類
ハ
到
着
セ
ル
日
ヨ
リ
三
拾
日

ヲ
經
過
セ
ザ
レ
バ
借
受
帯
出
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ

　
　

第
九
條　

�

貴
重
圖
書
、
辭
書
、
目
録
類
ハ
所
長
若
ク
ハ
學
長
ノ
許
可

ヲ
得
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
館
外
ヘ
帯
出
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ

　
　

第
十
條　

�

教
職
員
ニ
シ
テ
退
職
ノ
場
合
ハ
借
受
ケ
タ
ル
圖
書
ヲ
直
ニ

返
納
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　

第
十
一
條　

�

本
館
ニ
於
テ
圖
書
點
檢
ノ
必
要
ア
ル
時
ハ
借
受
者
ニ
對

シ
臨
時
圖
書
ノ
返
納
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

　
　

第
十
二
條　

�

借
覧
ノ
圖
書
ヲ
紛
失
シ
或
ハ
汚
損
シ
タ
ル
時
ハ
必
ズ
之

ヲ
辧
償
セ
シ
ム
、
時
宜
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
圖
書
ニ
代
フ
ル
ニ

其
時
價
ヲ
以
テ
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

（『
昭
和
三
年
十
月
増
加
図
書
目
録
』
巻
末
）

　

本
規
則
に
よ
れ
ば
、平
常
開
館
日
は「
午
前
八
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
」、

日
曜
日
は
短
縮
な
が
ら「
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
」ま
で
の
開
館
で
あ
っ

た
。ま
た
休
館
日
は「
祝
祭
日
、本
所
本
學
創
立
記
念
日（
十
一
月
四
日
）、

卒
業
式
當
日
」
の
み
で
あ
り
、
各
休
業
期
間
も
時
間
の
短
縮
等
は
あ
っ
た

が
ほ
ぼ
開
館
し
て
い
る
。
明
治
四
十
二
年
の
「
仮
規
則
」
で
は
日
曜
日
は

休
館
で
あ
っ
た
が
本
規
則
で
は
開
館
と
し
て
い
る
。

　

教
職
員
の
貸
出
冊
数
や
貸
出
期
間
は
「
仮
規
則
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る

が
、「
仮
規
則
」
に
見
え
た
学
生
の
教
科
書
の
貸
出
条
項
は
無
く
な
っ
て

い
る
。

　

貴
重
書
や
辞
書
、
目
録
類
の
帯
出
は
図
書
館
長
で
は
な
く
、
所
長
も
し

く
は
学
長
の
権
限
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
昭
和
元
年
～
昭
和
十
七
年
の
一
日
平
均
閲
覧
者
数
・
平
均
閲
覧
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図
書
数
の
一
覧
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

四
、
図
書
分
類
に
つ
い
て

　

現
在
、
本
学
で
は
『
日
本
十
進
分
類
法　

新
訂
第
６
板
』
を
幾
分
か
改

訂
し
て
使
用
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
図
書
分
類
の
変
遷
に
つ
い
て
略
述
す
る
。

　

明
治
期
か
ら
大
正
十
二
年
三
月
ま
で
は
、「
函
架
番
号
」
式
に
よ
り
管

理
し
て
い
た
が
、
大
正
十
二
年
四
月
以
降
、
和
漢
書
に
つ
い
て
は
「
12
門
」

分
類
を
使
用
し
、
洋
書
に
つ
い
て
は
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
順
22
門
分
類
を
使
用
し

て
い
る
。
こ
の
12
門
分
類
に
つ
い
て
は
東
京
図
書
館
の
8
門
分
類
の
影
響

が
み
ら
れ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る（

（1
（

。

和
漢
書
の
分
類

國
學
院
大
學
図
書
館
和
漢
図
書
分
類
表

年度
１日平均
閲覧者数

１日平均
閲覧図書数

年度
１日平均
閲覧者数

１日平均
閲覧図書数

昭和元年 121人 156冊 昭和10年 112人 141冊

昭和２年 119名 166冊 昭和11年 170名 234冊

昭和３年 124名 181冊 昭和12年 169名 258冊

昭和４年 138名 198冊 昭和13年 112名 141冊

昭和５年 139名 184冊 昭和14年 170名 234冊

昭和６年 137名 191冊 昭和15年 90名 127冊

昭和７年 143名 186冊 昭和16年 103名 138冊

昭和８年 127名 171冊 昭和17年 97名 120冊

昭和９年 117名 154冊

（出典:『皇典講究所事務概要』）

Ⅰ

神
道
・
宗
教　

Ⅱ

哲
学
・
教
育　

Ⅲ

史
伝
・
地
理　

Ⅳ

語
学
・
文
学　

Ⅴ

社
会
・
文
化　
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各
門
の
詳
細
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ⅰ
門　

神
道
・
宗
教

神
道　

�

神
道
一
般‒

神
道
史
・
神
祇
史‒

神
社‒

祭
祀‒
附
宗
教
、
神
道

其
他

宗
教　

�

宗
教
学‒

宗
教
一
般‒

宗
教
史‒

仏
教
総
記‒

仏
教
史‒
経
典‒

寺
院‒

基
督
教
総
記‒

基
督
教
史‒

聖
典‒

教
会　

雑
教
附
神
話

Ⅱ
門　

哲
学
・
教
育

哲
学　

�

哲
学
一
般‒

哲
学
史‒

東
洋
哲
学
（
経
書
・
子
類
・
儒
家
・
術
数
）

‒

心
理
学‒

心
理
一
般‒

心
理
学
史‒

倫
理
学‒

倫
理
一
般
≲
詔

勅
・
教
訓
≳‒

倫
理
学
史
・
倫
理
史‒

論
理
学‒

論
理
学
史‒

美

学‒

美
学
一
般‒

美
学
史

教
育　

�

教
育
学‒

教
育
一
般‒

教
育
学
史
・
教
育
史‒

教
育
制
度‒

専
門

教
育‒

普
通
教
育‒

実
業
教
育‒

特
殊
教
育

Ⅲ
門　

史
伝
・
地
理

歴
史　

�

史
学
一
般‒

年
表
・
歴
史
図
譜‒

国
史
総
記‒

通
史‒

時
代
史（
神

代
史
及
上
世
史
、
神
代
・
上
世
雑
史
・
記
録
、
中
世
史
、
中
世
雑

史
・
記
録
、
近
代
史
、
近
代
雑
史
・
記
録
、
現
代
史
、
現
代
雑
史
・

記
録
）‒

地
方
史‒

附
朝
鮮
史‒

史
料
・
文
書　

　
　
　

東
洋
史
総
記‒

支
那
史‒

満
洲
史‒

印
度
史‒

万
国
史

　
　
　

欧
米
史
総
記‒

欧
米
史
（
西
洋
）‒

同
（
米
国
）

伝
記　

�

伝
記
一
般‒

日
本
人
伝‒

系
譜
並
姓
氏‒

名
鑑
・
武
鑑
・
補
任‒

附
朝
鮮
人
伝‒

東
洋
人
伝‒

支
那
人
伝‒

欧
米
人
伝

地
理
附
紀
行　

�

地
理
一
般‒

地
図‒

日
本
地
理‒

陵
墓‒

附
朝
鮮
地
理‒

東
洋
地
理‒

支
那
地
理‒

満
洲
地
理‒

欧
米
地
理‒

万
国

地
理

　
　
　
　
　
　

�

紀
行
一
般‒

日
本
紀
行‒

東
洋
紀
行‒

支
那
紀
行‒

欧
米

紀
行‒

万
国
紀
行

Ⅳ
門　

語
学
・
文
学

語
学　

�

語
学
一
般‒

言
語
学‒

言
語
学
史‒

語
彙‒

国
語
学‒

国
語
学
一

般‒

国
語
学
史‒

附
朝
鮮
語‒

支
那
語‒

英
語‒

仏
語‒

独
語‒

露
語‒
伊
語‒

蘭
語‒

印
度
語‒

梵
語‒

国
際
語‒

附
速
記
記
述

文
学　

�

文
学
一
般‒

国
文
学
総
記‒

国
文
学
史‒

国
文
（
文
集
、
物
語
、

Ⅵ

政
治
・
法
制　

Ⅶ

経
済
・
統
計　
　

Ⅷ

理
学
・
医
学　

Ⅸ

工
学
・
兵
学　

Ⅹ

美
術
・
音
楽　

Ⅺ

考
古
・
諸
芸　

Ⅻ

書
史
・
雑
載　
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随
筆
、
草
紙
、
日
記
、
書
札
、
戦
記
、
雑
、
俳
文
、
狂
文
）‒

小

説‒

戯
曲‒

詞
曲
（
神
楽
、
催
馬
楽
、
申
楽
、
謡
曲
等
）‒

童
話

‒
和
歌
（
歌
学
、
歌
学
史
、
歌
集
）‒

新
体
詩‒

連
歌‒

狂
歌‒

俳
諧‒
川
柳‒

歌
謡
（
民
謡
、
童
謡
、
俗
謡
）‒

漢
文
学
総
記‒

漢
文
学
史‒
漢
文‒

詩
学‒

漢
詩‒

狂
詩‒

支
那
小
説‒

支
那
戯

曲‒

支
那
詞
曲‒
欧
米
文
学

Ⅴ
門　

社
会
・
文
化

社
会　

�

社
会
学‒

社
会
一
般‒
社
会
史
・
社
会
学
史‒

社
会
思
想‒

社
会

政
策‒

社
会
問
題‒

社
会
心
理
学‒

社
会
事
業
（
救
済
、
慈
善
、

感
化
、
養
育
）‒

社
会
教
育‒
風
俗
（
儀
式
、
典
礼
、
有
職
故
実
、

年
中
行
事
、
婚
姻
、
服
飾
、
化
粧
等
）‒
風
俗
史‒

民
俗

文
化　

文
化
一
般‒

文
化
史

Ⅵ
門　

政
治
・
法
制

政
治　

政
治
学‒

政
治
一
般‒

政
治
史‒

外
交‒

外
交
史

法
制　

�

古
代
法
制‒

法
制
史‒

法
制
一
般‒

皇
室
制
度‒

憲
法‒
行
政
法

‒

法
理
学‒

民
法‒

刑
法‒

訴
訟
法‒

商
法‒

国
際
法‒
労
働
法

‒

外
国
法
制

Ⅶ
門　

経
済
・
統
計

経
済　

�

経
済
学‒

経
済
一
般‒

経
済
学
史
・
経
済
史‒

財
政
学‒

財
政
一

般‒

財
政
史‒

金
融
（
銀
行‒

貨
幣‒

貨
幣
史‒

保
険‒

殖
民‒

交
通
≲
海
運
、
鉄
道
、
郵
便
、
電
信
、
電
話
≳‒

産
業
総
記‒

商

業
（
商
業
地
理
、
簿
記
、
度
量
衡
）‒

商
業
史‒

工
業‒

工
業
史

‒

農
政‒

農
業
（
養
禽
、
蠶
業
、
牧
畜
、
園
芸
）‒

農
業
史‒

水

産‒

山
林‒

家
政‒

附
博
覧
会
・
共
進
会

統
計　

統
計
学‒

統
計
一
般

Ⅷ
門　

理
学
・
医
学

理
学　

�

理
学
一
般‒

数
学‒

物
理‒

化
学‒

天
文‒

地
文‒

気
象‒

地
震

‒

地
質‒

鉱
物‒

生
物‒

動
物‒

植
物

医
学　

�

医
学
一
般‒

和
漢
古
方‒

本
草‒

生
理
及
解
剖‒

内
科‒

外
科‒

皮
膚‒

産
科
婦
人
科‒

精
神
病‒

衛
生
（
自
彊
法
、
静
座
法
等
）

‒

小
児
科‒

眼
科‒

耳
鼻‒

歯
科‒

獣
医

Ⅸ
門　

工
学
・
兵
学

工
学　

�

工
学
一
般‒

土
木‒

建
築‒

採
鉱
冶
金‒

造
船‒

航
空‒

機
械‒

電
気‒

附
製
図
測
量

兵
学　

�

兵
学
一
般‒

古
代
兵
法‒

陸
軍‒

海
軍‒

戦
史‒

兵
器‒

武
芸

（
弓
道
、
剣
道
、
犬
追
物
等
）‒

兵
学

Ⅹ
門　

美
術
・
音
楽

美
術　

�

美
術
一
般‒

美
術
史‒

絵
画
（
画
人
伝
、
図
案
）‒

書
道
（
書
家

伝
、
搨
本
）‒

彫
刻‒

工
芸
（
漆
器
、
蒔
絵
、
金
工
、
染
織
、
陶

磁
器
）‒

写
真‒

印
刷
（
印
譜
、
花
押
）
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音
楽　

�
音
楽
一
般‒

舞
楽‒

田
楽‒

申
楽‒

能
楽‒

演
劇‒

舞
踊‒

歌
曲

‒

狂
言

Ⅺ
門　

考
古
・
諸
芸

考
古　

考
古
学‒

考
古
一
般‒

人
類
学

諸
芸　

�

作
庭‒

茶
道‒

香
道‒
挿
花‒

蹴
鞠‒

相
撲‒

運
動‒

囲
碁‒

遊

戯
（
双
六
、
具
合
、
投
壺
、
投
扇
等
）‒

手
芸

Ⅻ
門　

書
史
・
雑
載

書
史　

書
史
学
一
般‒

目
録‒

解
題

雑
載　

�

辞
書‒

類
書‒

叢
書‒

全
集‒

随
筆‒
雑
書‒

教
科
書‒

雑
誌‒

新
聞

　

図
書
は
ロ
ー
マ
数
字
に
よ
り
一
次
区
分
さ
れ
て
い
る
が
、
各
門
と
も
、

二
次
的
区
分
と
し
て
受
入
番
号
を
利
用
し
て
い
る
。
各
門
の
二
次
的
区
分

の
受
入
番
号
は
表
３
の
と
お
り
で
あ
る
。

表３
一次区分 二次的区分

Ⅰ 神道（１番から受入順）
宗教（5000番から受入順）

Ⅱ 哲学（１番から受入順）
教育（3000番から受入順）　

Ⅲ 史伝（１番から受入順）
地理（5000番から受入順）　

Ⅳ 語学（１番から受入順）
文学（3000番から受入順）　

Ⅴ 社会（１番から受入順）
文化（2000番から受入順）　

Ⅵ 政治（１番から受入順）
法制（2000番から受入順）　

Ⅶ 経済・統計（１番から受入順）

一次区分 二次的区分
Ⅷ 理学（１番から受入順）

医学（500番から受入順）　
Ⅸ 工学（１番から受入順）

兵学（300番から受入順）　
Ⅹ 美術（１番から受入順）

音楽（3000番から受入順）　
Ⅺ 考古（１番から受入順）

諸芸（2000番から受入順）　
Ⅻ 書史（１番から199番）

　　（5000番から受入順）
雑載（200番から1436番）　
　　（6000番から受入順）
教科書（8000番から受入順）
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次
に
冊
子
体
目
録
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
國
學
院
大
學
圖
書
館
和
漢
図

書
分
類
目
録
Ⅰ
門
、
Ⅱ
門
、
Ⅲ
門
』
を
参
照
し
て
各
門
の
特
色
を
見
て
み

る
。

　

ま
ず
本
学
の
学
問
の
中
心
で
あ
る
「
国
学
」
と
い
う
項
目
が
な
い
。「
国

学
」
関
係
の
図
書
は
そ
の
内
容
に
よ
り
各
門
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
『
本
居
宣
長
全
集
』
は
Ⅻ
門
、『
国
学
者
伝
記
集
成
』
は
Ⅲ
門
に
分
類

さ
れ
て
い
る
。「
日
本
思
想
」
に
関
す
る
意
識
が
な
く
、『
日
本
思
想
史
概

説
』・『
日
本
古
学
派
之
哲
学
』
な
ど
は
Ⅱ
門
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　

Ⅱ
門
の
「
哲
学
」
に
は
「
美
学
」
が
含
め
ら
れ
て
い
る
。「
美
学
」
を

美
術
の
一
分
野
で
は
な
く
「
哲
学
」
の
一
分
野
と
み
な
し
て
い
る
。

　

Ⅲ
門
の
「
史
伝
・
伝
記
」
で
は
「
時
代
史
」
は
「
神
代
史
及
上
世
史
、

中
世
史
、
近
代
史
、
現
代
史
」
で
あ
る
。「
近
代
史
」
は
江
戸
時
代
史
あ
り
、

「
現
代
史
」
は
明
治
時
代
史
の
概
念
で
あ
る
。
ま
た
中
項
目
で
「
歴
史
・

伝
記
・
地
理
附
紀
行
」
と
し
て
い
る
が
「
二
次
的
区
分
」
で
は
「
歴
史
・

伝
記
」が「
史
伝
」と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。「
歴
史（
１
番
か
ら
受
入
順
）、

伝
記
（
３
０
０
０
番
か
ら
受
入
順
）、
地
理
附
紀
行
（
６
０
０
０
番
か
ら

受
入
順
）」
と
す
る
区
分
も
可
能
で
あ
る
。

　

Ⅴ
門
の
「
社
会
・
文
化
」
に
は
現
在
で
は
歴
史
に
分
類
さ
れ
て
い
る
「
有

職
故
実
」
が
項
目
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
。「
社
会
・
文
化
」
の
概
念
を

考
え
れ
ば
Ⅺ
門
の
「
考
古
」
は
こ
の
門
に
置
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

Ⅶ
門
の
「
経
済
」
は
概
念
が
大
変
広
く
「
交
通
、
産
業
、
商
業
、
工
業
、

農
業
、
水
産
、
山
林
、
家
政
」
な
ど
本
来
な
ら
「
産
業
」
を
門
と
す
べ
き

事
項
を
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
「
統
計
」
に
は
「
二
次
的
区
分
」
は
与
え

ら
れ
て
い
な
い
。

　

Ⅷ
門
の
「
理
学
」
に
関
す
る
事
項
も
現
在
の
自
然
科
学
の
概
念
の
も
の

が
す
べ
て
入
っ
て
い
る
。

　

Ⅺ
門
は
「
考
古
」
と
「
諸
芸
」
を
ま
と
め
て
い
る
が
、
両
者
を
一
ま
と

め
に
す
る
必
然
性
は
な
い
。「
考
古
」
は
前
述
の
「
社
会
・
文
化
」
門
の

ほ
う
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

　

Ⅻ
門
の
「
書
史
学
」
は
「
書
誌
学
」
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
雑
載
」

は
「
総
記
」
に
あ
て
は
ま
る
。

　
「
二
次
的
区
分
」
に
受
入
番
号
順
を
使
用
し
て
お
り
、
12
門
で
分
類
し

て
は
い
る
が
、
書
架
に
排
架
さ
れ
た
図
書
を
見
れ
ば
、
あ
た
か
も
25
部
門

に
分
類
排
架
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら

こ
の
よ
う
な
受
入
順
で
の
受
入
方
法
で
は
限
界
が
あ
り
、
破
た
ん
が
予
想

さ
れ
る
。現
に
Ⅻ
門
の
1
番
か
ら
受
入
れ
ら
れ
た「
書
史
」（
書
史
学
一
般
・

目
録
・
解
題
）
は
多
く
の
目
録
類
が
受
入
れ
ら
れ
た
た
め
に
た
ち
ま
ち

１
９
９
番
ま
で
使
用
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
そ
の
後
は

５
０
０
０
番
か
ら
受
入
順
に
番
号
を
付
与
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、

雑
載
（
辞
書
、
類
書
、
叢
書
、
全
集
、
随
筆
、
雑
書
）
に
つ
い
て
は
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２
０
０
番
か
ら
開
始
し
た
も
の
の
途
中
か
ら
６
０
０
０
番
か
ら
に
変
更
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
12
門
分
類
以
外
に
「
貴
重
書
」
と
「
別
置
図
書
」
が
あ
っ
た
。「
貴

重
書
」
は
現
在
の
図
書
館
で
も
見
ら
れ
る
、
各
図
書
館
が
「
貴
重
書
」
に

指
定
す
る
図
書
で
あ
る
。
本
学
で
は
貴
重
書
を
「
Ⅰ　

刊
本　

Ⅱ　

写
本 

Ⅲ　

名
家
自
筆
本　

Ⅳ
名
家
手
沢
本　

Ⅴ　

古
文
書
及
金
石
文　

Ⅵ　

稀

覯
書
及
特
別
扱
本
」
の
6
類
に
分
類
し
て
い
た
。「
別
置
図
書
」
は
「
三
類
」

に
分
か
れ
て
い
る
。「
第
一
類
」
は
古
典
籍
の
複
製
や
近
代
写
本
な
ど
の

冊
子
や
巻
子
で
「
別
」
と
し
、「
第
二
類
」
は
掛
地
図
な
ど
の
巻
子
で
「
別

‒

Ⅱ
」
と
し
、「
第
三
類
」
は
閲
覧
禁
止
図
書
で
「
別‒
Ⅲ
」
と
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
通
常
の
書
架
に
排
架
し
に
く
い
図
書
で
あ
る
。

洋
書
の
分
類

國學院大學図書館洋書分類表
A General Works （一般作品（総記））
B Theology （神学・宗教）
C Philosophy （哲学）
D Education （教育）
E History （歴史）
F Biography （伝記）
G Geography （地理）
H Philology （言語学）
I Literature （文学）
J Fine Arts・Music （美術・音楽）
K Amusement・Sports （娯楽・運動）
L Archaeology・Anthropology （考古学・人類学）
M Society・Civilization （社会・文化）
N Politics （政治）
O Law （法律）
P Economics （経済）
Q Statistic （統計）
R Science（Natural & Physical） （科学＜博物学・自然科学＞）
S Engineering （工学）
T Medicine （医学）
U Military & Naval Affairs （陸海軍）
V Journal （雑誌）



國學院雜誌　第 120 巻第 2号（2019年） ― 72 ―

　

和
漢
書
の
12
門
分
類
と
洋
書
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
分
類
を
比
較
し
た
場
合
に

は
、
洋
書
の
分
類
基
準
の
ほ
う
が
各
門
の
内
容
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

最
初
の
Ａ
門
に
「
総
記
」
を
置
き
、
Ｂ
門
以
下
を
12
門
分
類
に
準
拠
し
て

再
配
置
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

皇
典
講
究
所
創
設
か
ら
大
学
令
大
学
昇
格
、
図
書
館
建
設
ま
で
の
本
学

図
書
館
の
沿
革
と
戦
前
使
用
さ
れ
て
い
た
分
類
表
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を

論
じ
た
が
、
戦
前
の
本
学
図
書
館
に
お
い
て
の
各
年
度
の
活
動
や
図
書
館

の
建
築
上
の
特
色
や
二
代
目
館
長
進
藤
譲
の
図
書
館
界
で
の
活
動
な
ど
今

後
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

註（１
）�『
朝
陽
新
報　

第
125
号
』（
明
治
十
五
年
六
月
一
日
刊
）
に
は
「
神
道
事
務
局
に
て

ハ
一
昨
年
以
前
迄
仕
払
す
可
か
ら
ざ
る
資
本
金
を
消
費
し
た
る
故
全
く
負
債
と
見

做
に
よ
り
其
負
債
を
消
還
の
為
神
道
事
務
局
の
書
籍
を
ハ
皇
典
講
究
所
へ
相
当
の

代
價
を
以
て
譲
り
渡
さ
れ
経
済
を
双
方
全
く
別
途
に
せ
ら
る
由
」
と
あ
る
。

（
２
）�『
國
學
院
大
學
八
十
五
年
史　

史
料
編
』（
27
頁
）「
学
務
課　

助
教
心
得
兼
図
書

係　

浅
石
喜
章
」
と
あ
る
。

　

洋
書
の
分
類
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
Ａ
か
ら
Ｖ
ま
で
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
順
で
あ
る
。
表
４
は
12
門
分
類
と
の
対
応
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

和
漢
書
で
使
用
し
て
い
た
12
門
分
類
の
最
後
に
置
か
れ
て
い
た「
書
史
・

雑
載
」
を
「
Ａ
門
」
に
移
行
し
て
、「General W

orks

」
と
し
て
、
現

在
の
分
類
表
の
「
総
記
」
に
当
た
る
こ
と
を
表
記
し
て
い
る
。
ま
た
12
門

分
類
で
は
「
Ⅸ
門
」
に
置
か
れ
て
い
る
「
考
古
・
諸
芸
」
は
「
Ｌ
門
」・「
Ｋ

門
」
に
置
か
れ
て
い
る
。

表４

洋書の部門 対応する
12門分類 洋書の部門 対応する

12門分類
A Ⅻ L Ⅺ
B Ⅰ M Ⅴ
C Ⅱ N Ⅵ
D Ⅱ O Ⅵ
E Ⅲ P Ⅶ
F Ⅲ Q Ⅶ
G Ⅲ R Ⅷ
H Ⅳ S Ⅸ
I Ⅳ T Ⅻ
J Ⅹ U Ⅸ
K Ⅺ V Ⅻ
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（
３
）�

石
川
岩
吉
の
回
想
は
『
國
學
院
大
學
七
十
年
史
』、
高
橋
龍
雄
の
回
想
は
『
國
學

院
大
學
新
聞　

第
105
号
』（
昭
和
十
五
年
三
月
二
十
日
刊
）、
植
木
直
一
郎
の
回
想

は『
学
窓
回
顧
録
』（
國
學
院
大
學
院
友
会　

昭
和
五
年
刊
）に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）�『
第
七
回
評
議
會
及
協
議
會 

各
府
縣
分
所
長
會 

仝
神
職
團
体
代
表
者
會
議
事
録
』

（
皇
典
講
究
所　

明
治
三
十
六
年
刊
）

（
５
）『
写
真
で
見
る
國
學
院
大
學
120
年
の
あ
ゆ
み
』（
國
學
院
大
學　

平
成
十
四
年
刊
）

（
６
）『
國
學
院
雜
誌　

第
13
巻
2
号
』（
明
治
四
十
年
二
月
十
五
日
刊
）

（
７
）�

音
読
に
つ
い
て
は
、
前
田
愛
著
『
近
代
読
者
の
成
立
』（
有
精
堂
出
版　

昭

四
十
八
年
刊
）
参
照

（
８
）�

河
野
省
三
著
『
一
日
本
人
の
生
活
』（
國
學
院
大
學
内
宗
教
研
究
室　

昭
和

二
十
七
年
刊
）（
119
頁
）

　
　

な
お
、
当
時
は
教
務
課
長
が
図
書
館
の
責
任
者
を
兼
ね
て
い
た
。

（
９
）�『
根
津
翁
伝
』（
根
津
翁
伝
記
編
纂
会　

昭
和
三
十
六
年
）に
は「
昭
和
二
年
三
月
、

皇
典
講
究
所
國
學
院
大
學
へ
圖
書
館（
總
建
築
費
参
萬
壱
千
貮
百
圓
）を
寄
附
し
、

總
裁
久
邇
宮
殿
下
よ
り
御
紋
章
入
巻
莨
入
一
個
下
賜
せ
ら
る
。」（
296
頁
）と
あ
る
。

（
10
）�

呑
海
沙
織
「
昭
和
初
期
の
私
立
大
学
図
書
館
に
お
け
る
図
書
分
類
法
」（
資
料
組

織
化
研
究‒

ｅ　

58
） 


